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山中淳之 (鹿児島大 ･歯 ･口腔解剖 Ⅰ)
現生霊長類の大腿骨を使って､骨の構造と運動との関係を調べた｡材料はヒト､チンパンジ
ー､テナガザル､アヌビスヒヒ､カニクイザル､ブタオザル､クモザル､ホエザ)I,､ウ-リー モ
ンキーの大腿骨である｡スパイラルCTによる連続CT画像から大腿骨の3次元データを構築し
た｡3次元データに骨密度を割り当てることにより､肝性主軸を計許し､これを骨の長軸とした｡
その主軸に垂在な断面を使って､断面特性値を計算した｡また､主軸から各断面の重心までの距
離を使って､長骨の弼曲皮を定Irlf化した.骨の長軸に沿って 10%ごとに断面特性値を計算し､･
前頭面と欠状面に関する断面 2次モーメントの比､長軸からの各断面の重心のずれなどを調べ
た｡
その結果､大腿骨においては､地上四足では､樹上四足に比べて､遠位から30%～50%の
部位で矢状方向に大きな曲げ強度が要求されることが示された｡この要求に対する適応だと考え
られる形態的特徴は､旧世界ザルに一般的に認められ､旧世界ザルの進化過程における地上四足
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